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研究成果の概要（和文）： 本研究の主要な目的は, 複素多様体構造をその正則自己同型群の位

相群構造から決定することであったが, この問題自体は非常に難しく, 現時点で完全には解決

されていない. しかし, 多変数関数論の研究において重要ないくつかのモデル空間に関して興

味深い結果が得られた. 特に, 複素ユークリッド空間内の有界対称領域はその正則自己同型群

の構造から完全に特徴付けられることが証明され，論文として印刷公表された． 

 
研究成果の概要（英文）： The main purpose of this research is to determine the complex 
manifold structure by means of the topological group structure of its holomorphic 
automorphism group. This is very difficult and this cannot be achieved in full generality 
at this moment. However, we could obtain interesting results on some important model 
spaces appearing in the study of several complex variables. Especially we could prove 
that bounded symmetric domains in the complex Euclidean space are completely 
characterized by their holomorphic automorphism groups. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

研究開始当初，正則自己同型群から複素多

様体構造を決定する問題に関する論文とし

ては，2002 年に公表された A. V. Isaev と

N.G. Kruzhilinによるユニタリ群 U(n) が正

則自己同型群として効果的に作用するよう

な複素多様体を分類, およびその応用とし

ての「n 次元複素ユークリッド空間の正則自

己同型群からの特徴付け」を与えたものや，
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研究代表者児玉秋雄と研究分担者清水悟氏

による「ユニタリ群の直積が正則自己同型群

として作用する, 複素ユークリッド空間か

らいくつかの座標空間を取り除いた空間の

特徴付け」に関するものなどわずかしか存在

しなかった. このようなことから, 本研究

において複素多様体構造をその正則自己同

型群の構造から決定する問題に真正面から

挑戦するに至った. 

 

２． 研究の目的 

 

本研究の目的は「複素多様体構造をその正則

自己同型群の位相群構造から決定すること」

であったが, この問題を全く一般的な複素

多様体の場合に解決することは非常に難解

なものであることがわかった. このような

事実に鑑み, まずは問題の複素多様体 M が

以下のような条件を満たす場合に研究する

ことにした. すなわち, 複素 k次元ユークリ

ッド空間 Ck  内の単位球を B(k) とし, ۱∗  

を複素平面から原点を取り去ったものとす

るとき，モデル空間 Nとして，多変数関数論

の研究において重要である, 直積空間

B(k1)	ൈ ⋯ൈ	B(ks)， B(k)×ሺC∗ሻ୫，および有

界対称領域，のいずれかを考える. このとき, 

「複素多様体 Mの正則自己同型群 Aut(M) が

モデル空間 N の正則自己同型群 Aut(N) と

位相群として同型であるならば, M は N に

双正則同値であるか？」の解決を本研究の主

要な目的に定めた.  

 

３． 研究の方法 

 

モデル空間Nが直積空間B(k1)	ൈ ⋯ൈ	B(ks)

および B(k)ൈ ሺC∗ሻｍ の場合には，研究代表

者児玉秋雄と研究分担者清水悟氏によって

既に得られている結果（の特別な場合）「D を 

Cn 内 の領域とし，K をコンパクトな連結リ

ー群で，その階数は n であるとする．この

とき，K が D に正則自己同型群として連続

的かつ効果的に作用するならば，D は Cn の

ラインハルト領域として実現され，かつ K 

はいくつかのユニタリ群の直積群と一致す

る」をフルに用いることにより我々の目的が

達成された．また，モデル空間 N が有界対

称領域の場合には，まず Aut(M) と Aut(N) 

が位相群として同型であるような M は必然

的に N と微分同型になることを示し，その

後 N の正則自己同型群である半単純リー群

の構造を詳細に調べることにより，M と N 

が実際に双正則同値であることを証明する

ことに成功した.  

 
４． 研究成果 
 

研究代表者児玉秋雄と研究分担者清水悟

氏は正則自己同型群からの複素多様体の特

徴付け問題を研究し, 多変数関数論の研究

において重要な多くの具体的領域を特徴付

けた. 特に, いくつかの複素単位球の直積

空間，単位球といくつかの穴あき複素平面の

直積，および有界対称領域をそれらの正則自

己同型群の構造から完全に特徴付けること

に成功した. これらは正則自己同型群から

複素多様体構造を決定するという本研究課

題に関する重要な結果であり，国際的な数学

雑誌に印刷公表された. また, これらの結

果を導く過程において得られた多くの手法

は今後の研究においてますます重要になる

ものと確信している. また, 連携研究者達

は以下に示すように，それぞれ固有の専門分

野に於いて活発な研究活動をするとともに, 

それらの研究活動を通して得られた様々な

アイディアを本研究に提供した. 連携研究

者野口潤次郎氏は値分布理論，その算術的ア

ナロジー，小林双曲性について内外の共同研

究者の協力のもと次の様な成果をあげた．

「代数体上定義された小林双曲的多様体の

有理点は有限個であろう」という S. Lang 予

想に関連して，射影的超曲面でそのような性

質を満たすものを構成した．値分布理論につ

いて，準アーベル多様体 A への整正則曲線 

f に対して得られた第二基本定理の応用を

中心に研究した．P. Corvaja と共同で A の

超曲面 D を一般の位置に与えると，偏極準

アーベル多様体 (A,D) の同型類は基本的に

複素平面の離散点分布 f ିଵ(D) が無限遠点で

作る集合の芽で決まることを示した．また値

域空間での交点 f(C)∩D は，D 内でザリスキ

ー稠密であることを証明した．同時に同様な



 

 

結果を代数体上の線形トーラス群内の算術

回帰列について証明した．正則曲線の基本予

想について可微分接続を用いる手法を引き

続き研究した．対数的極をもつ可微分接続を

用いて一般のコンパクト代数多様体への整

曲線に対する第２主要定理を証明した．これ

は 1933 年の H.カルタンによる第 2 主要定理

の幾何学的証明を初めて与えた．また，J. 

Winkelmann との共同研究で，コンパクト複

素多様体への有理型写像の値分布を考える

時，ケーラーか非ケーラーかで差がある現象

を初めて捉えた．連携研究者加須栄篤氏は無

限連結ネットワークのポテンシャル論的性

質を解明し，擬単葉写像を通して指数 pのデ

ィリクレ和有限関数の空間を研究した．主要

結果として，「無限連結次数有界なグラフが n

次元双曲空間へ擬単葉写像を許容し，n-1 よ

り大きい指数 pに対して，p-非放物的である

ならば，そのグラフは p-ディリクレ和有限

p-調和関数を豊富に許容する」ことを示した．

また，コンパクトリーマン多様体の収束理論

の展開として，熱核が一様に上から抑えられ

るコンパクトリーマン多様体上の計量と整

合する接続の与えられたエルミートベクト

ル束の族を考察し，そのモスコー収束極限に

ついての解析を行なった．連携研究者甲斐千

舟氏は，上半平面を単位円板に写す Cayley 

変換の一般化が, 等質 Siegel 領域と呼ばれ

る上半平面型の多次元の領域に対しても定

義できるが，伊師英之氏との共同研究で, そ

の Cayley 変換の像が, S. Bergman の導入し

た代表領域と一致することを証明した. こ

れによって, 甲斐氏自身が過去に証明した

「Cayley 変換の像の凸性による対称 Siegel

領域の特徴付け定理」を, Siegel 領域を用い

ない形で, より簡潔に定式化することに成

功した. 
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